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蒲
燕
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県
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
警
報
が

解
除
と
な
り
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

魚
沼
三
山
は
、
近
く
に
美
し
く
威
風
堂
々
と
見
え

て
い
る
の
で
す
が
、
気
持
ち
的
に
は
、
透
明
の
厚
い

カ
ー
テ
ン
に
阻
ま
れ
、
近
寄
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
い
け
な
い
し
、

感
染
さ
せ
て
も
い
け
な
い
。
外
出
時
、
マ
ス
ク
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
周
り
の
人
の
視
線
も
気

に
な
り
ま
す
。
車
の
中
に
は
、
予
備
の
マ
ス
ク
や
置

き
っ
ぱ
な
し
の
マ
ス
ク
が
何
枚
も
あ
り
ま
す
。
マ
ス

ク
の
息
苦
し
さ
と
気
分
の
息
苦
し
さ
の
両
方
が
重
な

る
と
、
こ
れ
は
か
な
り
苦
し
い
。
仲
間
と
の
、
温
泉

旅
行
や
飲
み
会
も
、
自
粛
、
自
粛
、
自
粛
…
。
ま
す

ま
す
気
分
は
鬱
、
鬱
、
鬱
…
。

　

し
か
し
、
気
持
ち
を
転
じ
て
み
る
と
、
そ
う
悪
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

暇
が
で
き
た
の
で
、
以
前
よ
り
掃
除
の
回
数
が
増

え
、
部
屋
の
隅
の
ホ
コ
リ
が
目
立
た
な
く
な
り
ま
し

た
。
本
を
読
む
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
私
の
読
む
本

は
、
頭
を
使
わ
な
く
て
も
よ
く
、
わ
く
わ
く
、
ド
キ

ド
キ
ど
ん
ど
ん
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
本
で
す

が
…
。
近
く
の
里
山
歩
き
を
数
回
し
ま
し
た
。
な
ま

っ
た
体
を
励
ま
し
、
汗
を
か
き
、
一
歩
一
歩
歩
く
の

は
爽
快
で
し
た
。

　

し
か
し
、
日
常
生
活
の
中
で
の
、
周
囲
へ
の
気
遣

い
や
緊
張
感
は
、
お
互
い
に
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
百
年
に
１
回
ほ
ど
起
き
て

い
て
、
前
回
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
１
８
１
９
年
～

１
９
２
０
年
）
と
の
こ
と
。
明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
我
慢
の
今
」
を
乗
り
越
え
、
今
後
の
百
年

が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
世
の
中
に
な
る
よ
う
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
を

　
　
乗
り
越
え
て
明
日
へ

新
退
教
副
会
長

小　

幡　

晴　

美
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日
　
退
　
教
　
　
総
　
会

新
退
連
　
定
期
大
会

　

日
退
教
（
日
本
退
職
教
職
員
協
議
会
）
の
定
期
総

会
が
６
／
11
に
日
本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

感
染
症
禍
の
た
め
、
今
回
の
代
議
員
は
会
場
参
加

９
人
に
加
え
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
22
人
・
書
面
表
決
65
人
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
、
向
こ
う
２
年
間
の
活
動
方

針
等
が
提
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　
　
　
［
具
体
的
要
求
・
当
面
の
活
動
］

１�　

憲
法
改
正
に
反
対
し
、
平
和
・
人
権
・
環
境
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る

２　
「
教
育
改
革
」
の
危
険
性
と
民
主
教
育
を
守
る

３　

原
発
再
稼
働
を
許
さ
ず
、
脱
原
発
に
と
り
く
む

４�　

格
差
是
正
、
社
会
保
障
の
充
実
・
発
展
、
生
活

を
守
り
、
増
税
に
反
対
す
る

５　

組
織
の
拡
大
、
強
化
に
取
り
組
む

　
　
　
［
役
員
体
制
］

会　
　

長　
　

竹
田　

邦
明　
（
神
奈
川
高
退
教
）

副
会
長　
　

林　
　

秀
彦　
（
北
海
道
退
教
）　

新

　

〃　
　
　

木
村
富
美
子　
（
東
京
高
退
教
）

　

〃　
　
　

坂
田　
　

勲　
（
富
山
退
教
）

　

〃　
　
　

池
田　

啓
子　
（
兵
庫
退
教
）　　

新

　

〃　
　
　

鍋
島　

初
美　
（
福
岡
退
教
）　　

新

事
務
局
長　
　

平
岡　

良
久　
（
東
京
高
退
教
）

事
務
局
次
長　

松
渕　
　

昴　
（
岩
手
退
教
）

　

〃　
　
　

福
澤
冨
美
代　
（
日
教
組
）

　

８
月
23
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、
新
退

連
（
新
潟
県
退
職
者
連
合
）
の
定
期
大
会
が
開
か
れ
、

運
動
方
針
等
が
承
認
さ
れ
た
。（
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍

の
た
め
代
議
員
は
例
年
の
半
分
）

　
　
　

報
告
（
抄
）

　

２
０
２
０
年
11
月
25
日
、
新
退
連
は
池
田
ち
か
こ

県
会
議
員
同
行
の
も
と
、
県
福
祉
保
健
部
長
に
要
請

行
動
を
行
っ
た
。　

❶　

医
療
計
画
・
医
療
提
供
体
制　

　

�　

医
療
・
介
護
連
携
を
め
ざ
し
、
将
来
予
測
を
踏

ま
え
、
医
療
供
給
体
制
を
整
備
す
る
こ
と　

等

❷　

在
宅
医
療
・
介
護
体
制
の
整
備

　
�　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ
て

は
、
法
廷
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
る
な
ど
医
療
と

介
護
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と

❸　

国
へ
の
働
き
か
け

　

�　

経
済
成
長
・
人
口
動
態
と
連
動
す
る
医
療
保
険

給
付
率
の
自
動
引
き
下
げ
の
検
討
を
止
め
る
等

　
　
　

活
動
方
針
（
抄
）

❶　

社
会
保
障
問
題

　

�　

自
治
体
へ
の
要
請
は
、
新
退
連
の
「
一
丁
目
一

番
地
」
の
取
り
組
み
。
引
き
続
き
展
開
す
る
。

❷　

各
事
業
体
・
福
祉
団
体
と
の
連
携

　

�　

労
金
＆
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
О

О
Ｐ
、
労
福
協
運
動
等
と
の
連
携
を
図
る
。

❸　

情
報
格
差
の
克
服
と
伝
達
強
化

　

�　

会
員
へ
の
情
報
伝
達
は
新
退
連
発
足
以
来
の
中

心
的
課
題
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と「
訪
問
者
」

の
拡
大
に
努
め
る
。

　
　
　

役
員
体
制

会　

長　
　

齋
藤　

由
宣
（
自
治
退
）　　
　

新

副
会
長　
　

山
田　

太
郎
（
Ｊ
Ｐ
退
職
者
）

　

〃　
　
　

諸
橋　

孝
雄
（
新
潟
交
通
Ｏ
Ｂ
）

事
務
局
長　

眞
田　
　

守
（
基
幹
労
連
退
）　

新

幹　

事　
　

21
人
（
新
退
教
の
大
坂
会
長
も
）

　
　
　

見
て
ね
！

　

☆
新
潟
県
退
職
者
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://koureikyou.niigata.jp/

「
学
び
の
集
い
」
中
止

　

新
退
教
本
部
主
催
の
「
学
び
の
集
い
（
10
月
）」
は
、

昨
年
が
中
止
で
し
た
の
で
「
今
年
は
ぜ
ひ
実
施
し
た

い
！
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
ル
タ
株

の
広
が
り
と
専
門
家
の
今
後
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

断
腸
の
思
い
で
今
年
も
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

悔
し
さ
が
募
り
ま
す
。
ど
う
か
、
来
年
こ
そ
は
実

施
で
き
ま
す
よ
う
に
！
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「 6 5 歳定年」時代がやってきた
　国家公務員及び地方公務員の定年を65歳に引き上げる各法律が本年６月の参院本会議で可決、
成立。これにより、公立学校教職員の定年が段階的に引き上げられる。（早見表参照）
　ポイントは３つ。❶給与は、60歳以後、それ以前の７割水準に設定。❷管理職を60歳以後、管
理職以外の職に降任させる「役職定年制」を導入。❸60歳以後、定年前に退職した職員を、本人
の希望により短時間勤務の職に採用できる「定年前再任用短時間勤務制」を導入。
　また、２年ごとに定年年齢が引き上げられるため、「定年退職者はいない年」がある。＜2023（令
５）年度、2025（令７）年度、2027（令９）年度、2029（令11）年度、2031（令13）年度＞
　「65歳定年制」の到来により、新退教も大きな影響を受ける。先を見据えて議論し、知恵を出
し合い、準備を進めていこう。

定年引き上げに関する早見表

定年年齢 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳
年度 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

令3 令4 令5 令6 令7 令8 令9 令10 令11 令12 令13 令14
1961（昭36）年度生まれ 60才 61 62 63 64 65
1962（昭37）年度生まれ 59 60 61 62 63 64 65
1963（昭38）年度生まれ 58 59 60 61 62 63 64 65
1964（昭39）年度生まれ 57 58 59 60 61 62 63 64 65
1965（昭40）年度生まれ 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65
1966（昭41）年度生まれ 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65
1967（昭42）年度生まれ 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65
定年退職者の有無 いる いる いない いる いない いる いない いる いない いる いない いる

� ※公的年金受給開始年齢は65歳

定年 定年前再任用短時間勤務が可能な期間 再任用が可能な期間

入って得する新学協
新潟県学校生活協同組合
� 専務理事　新　井　秀　和

　新退教の皆様には、現役時代を含め長年にわたり、
学校生活協同組合をご利用いただき感謝申し上げます。
　組合の購買部からスタートして、はや70数年を迎え
ました。入会した際に出資した500円～5000円が、退
職時に10倍程度になる方もおり、「得した」と感じた
と思います。ホテル宿泊、レストラン利用、家の購入
等の際に、新学協利用カードを提示したら割り引きが
あり、得したと感じた人もいたかと思います。今後とも、
ご支援のほどお願いします。

教育支援商品を扱っています

　新学協は、学校や地域を巻き込んで商品
化されたものを取り扱っています。とって
も美味しい商品があります。

教育支援商品 　  監修校
最後の一滴
ごっつぁんカレー 海洋高校

えごまドレッシング
えごまふりかけ

日出谷小学校
（津川中学校が引き継ぐ）

生甘酒 分田小学校
米粉カレールゥ 中条小学校
佐渡番茶 両津吉井小学校
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ひ
と
り
ご
と

北
魚
支
部 

事
務
局
長

武　

田　

定　

純

　
「
身
体
ほ
ど
我
々
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
は
な
い
の
に
、
身
体
に
つ
い
て
無
知
、
無
関

心
で
あ
る
こ
と
に
徹
底
し
た
も
の
は
な
い
。
こ
の

頼
り
な
さ
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々

の
義
務
で
あ
る
」

　
　

日
々
の
暮
ら
し

佐
渡
支
部 

副
支
部
長

中 

村 

美 

砂 

緒

　

あ
き
性
で
目
移
り
す
る
く
せ
に
自
分
で
「
こ
れ

が
い
い
」
と
思
う
と
そ
の
も
の
だ
け
に
こ
だ
わ
っ

て
し
ま
う
。「
朝
食
は
パ
ン
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
」。
す

る
と
、
そ
れ
に
合
う
コ
ン
ポ
ー
ト
作
り
に
は
ま
っ

て
し
ま
う
。
だ
け
ど
、
半
年
後
に
は
好
き
な
も
の

が
変
わ
っ
て
い
る
。

　

ど
う
努
力
し
て
も
あ
き
る
も
の
は
あ
き
る
。
私

　

Ｙ
子
さ
ん
の
こ
と

中
魚
支
部 

副
支
部
長

宮 

澤 

ハ 

ル 

ヱ

　

一
緒
に
支
部
活
動
を
進
め
て
き
た
Ｙ
子
さ

ん
が
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
は
昨
年
の
10
月

で
し
た
。

　

何
も
分
か
ら
ず
に
い
た
私
を
新
退
教
に
誘

っ
て
く
れ
た
の
は
彼
女
で
し
た
。
以
来
、
た

く
さ
ん
の
病
を
抱
え
な
が
ら
も
苦
し
さ
を
全

く
見
せ
ず
、
控
え
目
で
適
格
な
判
断
が
で
き

る
彼
女
か
ら
ず
っ
と
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
作
文
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
彼
女

自
身
、毎
年
発
行
し
て
い
た
エ
ッ
セ
イ
集「
や

ま
び
こ
（
120
ペ
ー
ジ
ほ
ど
）」
は
令
和
元
年

９
月
の
17
号
が
最
後
で
し
た
。
日
々
の
思
い

の
外
、
読
書
感
想
（
そ
の
内
容
が
凄
い
！
）、

映
画
評
、
新
聞
に
投
稿
し
た
文
な
ど
な
ど
、

本
当
に
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
の
彼
女
の
ご
遺
体
は
病
理
解
剖
に
付
さ

れ
、
そ
の
生
き
様
も
見
事
と
言
う
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

Ｙ
子
さ
ん
に
捧
げ
る
拙
い
一
句

　
　

亡
き
友
を　

送
る
人
垣　

萩
の
花

　

か
の
、
マ
ハ
ト
・
ガ
ン
ジ
ー
は
身
体
の
無
知
を

克
服
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。
人
は
、
と
か
く
、

身
近
な
事
よ
り
も
、
遠
く
の
国
の
地
名
や
星
の
名

前
を
覚
え
よ
う
と
努
力
し
、
そ
の
方
が
は
る
か
に

教
養
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
私
自
身
、
い
っ
た

い
何
を
知
っ
て
健
康
を
論
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、

と
恥
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

医
者
ま
か
せ
、
他
人
ま
か
せ
の
健
康
は
頼
り
な

い
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
自
分
の
身
体
に
興
味
と

関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

は
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
が
か
な
り
狭
い
よ
う
で
、

「
あ
き
性
」
は
一
生
治
ら
な
い
の
か
と
悩
ん
だ
時

期
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
あ
る
雑
誌
の
記
事
が
目
に
入
っ
た
。

「
あ
き
性
の
ひ
と
は
、
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
て
、

自
分
の
生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
る
達
人
」
だ
と
。

な
る
ほ
ど
、
あ
き
性
で
も
い
い
ん
だ
。
そ
れ
が
私
。

自
分
に
と
っ
て
い
い
な
ら
「
あ
き
る
」
も
あ
り
な

ん
だ
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
後
の
暮
ら
し
が
楽
に
な

っ
た
。

　

仕
事
で
な
い
時
は
ひ
と
り
が
い
い
。
大
勢
で
の

会
食
も
好
き
で
は
な
い
。「
あ
き
性
」
な
自
分
と

向
き
合
う
暮
ら
し
が
や
っ
ぱ
り
好
き
だ
。
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忘
れ
ら
れ
な
い
研
修
旅
行

新
潟
支
部 

幹
事

池　

田　
　
　

斉

　

40
年
近
く
前
の
夏
休
み
に
、
新
潟
市
中
教
研
社
会

科
部
会
の
２
泊
３
日
の
研
修
旅
行
に
参
加
し
た
。

　

17
～
８
名
参
加
だ
っ
た
か
。
朝
の
３
時
前
か
ら

人
々
が
動
き
回
る
広
大
な
築
地
魚
市
場
、
外
部
の
明

か
り
も
騒
音
も
遮
断
さ
れ
た
荘
厳
な
最
高
裁
大
法
廷
、

丸
の
内
の
赤
レ
ン
ガ
の
三
菱
商
事
本
社
、
外
国
か
ら

　

コ
ロ
ナ
禍
で
想
う
こ
と

　

糸
魚
川
支
部 

事
務
局
長

野　

上　

正　

和

　
「
50
歳
過
ぎ
た
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
良
い
。」
と
言
わ
れ
、
天
気
の
良
い
日
に
は

長
い
距
離
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
田

舎
で
も
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
目
に
付
く
。
近
隣
県

内
外
や
関
東
・
関
西
だ
け
で
な
く
、
遠
く
は
山
陰
か

ら
も
、
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
中
で
も
や
っ
て

の
電
波
が
瞬
時
に
活
字
に
な
る
共
同
通
信
社
、
そ
の

は
す
向
い
に
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
に
ら
み
を
き
か
す

か
の
よ
う
に
立
つ
ア
メ
リ
カ
大
使
館
は
、
防
弾
ガ
ラ

ス
に
囲
ま
れ
た
受
付
の
後
ろ
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り

銃
を
担
い
だ
Ｍ
Ｐ
２
人
、
そ
の
物
々
し
さ
に
緊
張
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
は
そ
の
後
の
授
業
に
大
い
に
活
用
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
普
通
で
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

箇
所
を
見
学
で
き
、
当
時
の
担
当
幹
事
に
改
め
て
礼

を
い
い
た
い
。

く
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
世
の
中

は
動
い
て
い
る
の
か
と
思
う
。

　

そ
れ
に
比
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
支
部
活

動
も
自
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
年
々

逝
去
さ
れ
る
会
員
も
多
く
な
る
の
に
、
新
入
会
員
は

減
り
続
け
て
い
る
中
、
会
員
数
も
減
少
傾
向
で
、
支

部
活
動
も
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
形
態
の
模
索
と
共
に
、

活
動
を
進
め
て
い
く
現
役
世
代
に
ど
の
よ
う
に
加
入

を
働
き
掛
け
て
い
く
か
課
題
で
あ
る
。
妙
案
が
あ
れ

ば
ご
教
示
頂
き
た
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

禍
転
じ
て
…

　
　
　

柏
刈
支
部 

副
支
部
長

山 

田 

美 

栄 

子

　

炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
し
っ
か
り
マ

ス
ク
を
着
け
て
い
る
奇
妙
な
現
象
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
で
大
切
な
日
常
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

日
頃
買
い
物
を
す
る
店
で
、
時
折
友
人
や
知
人
に

会
い
ま
す
が
お
互
い
に
す
ぐ
に
気
づ
き
ま
せ
ん
。
マ

ス
ク
越
し
で
は
話
し
づ
ら
く
聞
き
づ
ら
い
。
こ
ん
な

不
自
由
に
耐
え
、
誰
も
が
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
ま
す
。

こ
の
現
象
は
周
囲
と
の
調
和
を
大
切
に
す
る
日
本
人

の
考
え
方
の
現
れ
で
、
国
難
突
破
に
有
効
に
働
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
散
々
な
日
々
で
す
が
し
っ
か
り
身
に

つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
生
活
習
慣
の
改

善
で
す
。
指
一
本
一
本
を
丁
寧
に
洗
う
手
洗
い
。
こ

れ
で
も
か
と
ガ
ラ
ガ
ラ
音
を
立
て
て
す
る
う
が
い
。

日
本
中
で
積
極
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
現
実
。
未
来

は
明
る
い
。“
禍
転
じ
て
福
と
為
す
”

　

一
日
も
早
く
あ
の
日
常
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
。
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あ
あ
、　

歳
！

　
　
　
　

さ
れ
ど
ま
だ　

歳
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
副
会
長

古 

田 

セ 

ツ 

子

　

私
は
、
今
77
歳
！　

定
年
退
職
し
て
早
や
17
年

の
月
日
が
流
れ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
今
、

思
え
ば
、
17
年
前
の
あ
る
日
、
先
輩
先
生
か
ら
、

「
新
退
教
に
入
る
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
た
と
き
、
私
は
す
ぐ
に
答
え
た
。

「
私
、
シ
ン
タ
イ
教
な
ど
と
い
う
宗
教
団
体
に
は

入
り
ま
せ
ん
の
で
！
」

後
で
大
笑
い
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

会
費
要
員
の
筈
が
事
も
あ
ろ
う
に
、
何
と
い
つ

の
間
に
や
ら
本
部
役
員
に
！　

し
か
も「
副
会
長
」

と
い
う
肩
書
に
こ
れ
ま
た
び
っ
く
り
！　

さ
れ
ど
、

「
体
験
は
何
一
つ
無
駄
な
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

私
の
好
き
な
言
葉
を
思
い
出
し
、
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
た
。

　

女
性
は
私
一
人
だ
っ
た
。
12
年
間
、
本
部
役
員

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
何
故
12
年
間
も
役
員
を

や
っ
て
こ
れ
た
の
か
な
あ
と
考
え
た
と
き
、
理
由

は
簡
単
。

❶
活
動
が
と
て
も
「
楽
し
か
っ
た
」
か
ら
。

　

性
別
等
に
関
係
な
く
、
互
い
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
活
動
で
き
た
こ
と
に
尽
き
る
。
ま
さ
に
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
指
数
１
位
、
百
点
満
点
」。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
見
本
と
な
り
得
る
「
新
退
教
」
で
あ
る
と
確

信
す
る
。

❷
活
動
方
針
そ
の
も
の
に
「
共
感
」
で
き
た
か
ら
。

　
（
10
／
25
現
在
）衆
議
院
選
挙
も
間
近
に
な
っ
た
。

野
党
に
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
憲
法
問
題
、

核
問
題
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
何
一
つ
自
民
党
に
は
任

せ
ら
れ
な
い
。
我
々
新
退
教
も
底
力
を
発
揮
し
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
、
私
は
今
77
歳
！　

あ
と
何
年
生
き
ら
れ

る
か
な
？　

や
り
残
し
た
こ
と
は
な
い
か
な
？　

そ
う
い
え
ば
、
私
は
ま
だ
77
歳
だ
！　

最
近
、
足

腰
は
弱
っ
て
き
た
け
ど
、
ま
だ
何
か
で
き
る
か
も
。

　
「
そ
う
だ
！　

残
り
の
人
生
、
あ
れ
を
し
よ

う
！
」
迷
わ
ず
脚
本
の
学
校
へ
入
学
。
通
信
教
育

学
部
基
礎
科
１
学
年
在
学
。
77
歳
最
年
長
。
毎
日

毎
日
、
毎
夜
毎
夜
、
台
本
〆
切
と
格
闘
の
日
々
。

先
日
、
台
本
課
題
20
本
を
ク
リ
ア
し
た
。
い
よ
い

よ
本
科
だ
！　

こ
の
先
、
道
は
高
く
険
し
く
厳
し

い
け
れ
ど
、
全
力
で
プ
ロ
科
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
。
そ
し
て
、
夢
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
１
本

で
も
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
東
京
で
の
ス
ク

ー
リ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
ぞ
！

　

夫
の
介
護
生
活
も
11
年
目
に
入
っ
た
。
体
験
の

全
て
が
脚
本
の
基
に
な
る
。
夫
に
感
謝
！
感
謝
で

あ
る
。

　

ま
だ
77
歳
。
人
生
の
新
ス
タ
ー
ト
の
始
ま
り
だ
。

自
分
に
気
合
を
入
れ
な
が
ら
！　

夢
を
追
い
求
め

な
が
ら
！　

生
き
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
「
行
動
と
結
束
」
で
共
に
頑
張
り
ま
し
よ
う
。

新
退
教
と
私

77

77

こんにちは 新教組です 　
　

新
教
組
の
最
重
要
課
題
は
組
織
強
化
・
拡
大
で

す
。
採
用
１
～
６
年
め
を
加
入
強
化
対
象
者
と
し

て
分
会
で
の
声
か
け
に
加
え
、
支
部
・
本
部
役
員

も
オ
ル
グ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
運
動
の
原
点
は
分
会
で
あ
る
と
し
、

分
会
会
議
を
年
間
５
回
設
定
し
て
い
ま
す
。
分
会

か
ら
の
声
が
支
部
・
本
部
へ
の
活
動
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
６
月
の
通
常
国
会
で
憲
法
「
改
正
」
に
係
わ

る
国
民
投
票
法
改
正
案
が
成
立
し
て
し
ま
い
、
今
後
、

改
憲
議
論
が
加
速
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
再
び
戦
争
へ
送
り
出
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」

の
不
滅
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
憲
法
「
改
正
」
反

対
の
と
り
く
み
を
今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
部
執
行
委
員

渋し
ぶ 

木き 

美み 

知ち 

子こ

�

（
胎
内
市
立
乙
中
）

　

本
部
執
行
委
員

島し
ま　

田だ　
　
　

克
ま
さ
る

�

（
長
岡
市
立
関
原
小
）
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こんにちは 新教組です 　
　

北
新
と
五
泉
阿
賀
が
統
合
し
、
下
越
支
部
と
な

り
８
年
目
。
広
域
と
な
っ
た
支
部
で
す
が
、
リ
モ

ー
ト
参
加
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

感
染
症
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
が
リ

モ
ー
ト
参
加
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
も
課
題
は
山
積
み
で
す
。
組
合
員
の
困

り
感
を
一
つ
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
組
合
員
に
と
っ
て
の
新
教
組
と
は
何
な
の
だ
ろ

う
？
」　

専
従
期
間
の
折
り
返
し
に
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症
禍
に
お
い
て

様
々
な
声
が
届
き
ま
す
。「
見
え
る
・
わ
か
る
・
頼

り
に
な
る
」、　

担
任
を
す
る
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
で

す
。
組
合
員
に
寄
り
添
う
新
教
組
、
組
合
員
の
拠
り

所
と
な
る
新
教
組
と
し
て
、
今
後
も
組
織
強
化
・
拡

大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

下
越
支
部
書
記
長

石い
し　

井い　

喬た
か　

志し

�

（
新
発
田
市
紫
雲
寺
中
）

　

上
越
支
部
書
記
長

山や
ま　

口ぐ
ち　

俊と
し　

充み
つ

�

（
妙
高
市
新
井
小
）

★「３０人以下学級…請願署名」ありがとうございました
　１１／１０現在、新退教は１７６１筆集めました。「教育をよく
する新潟県民会議」は、新退教を含めた県民からの署名全部を添
えて、１２月県議会に「３０人以下学級実現・教職員定数増・教
育予算増額を求める請願書」を提出します。

★ことぶき講座ご案内
　＊13:30～15:30、新教組会館、申込は５日前までに新退教へ
　　１／14（金）パソコンor スマホ 何でも相談
　　２／16（水）申告しよう　確定申告、市・県民税
　　（笑いヨガ…慎重を期してもう少しお休み）

★Ｑ「小中教職員ＯＢ以外の退職者」も加入できますか？
　Ａ　�はい、趣旨賛同者であれば加入できます。当会規約の第４

条で「この会は、義務制公立学校を退職した者及び趣旨賛
同の者をもって構成する」となっていますので。

◆�「改憲阻止、沖縄新基地建設阻止・（来年の）沖縄県知事選勝利、
脱原発等平和諸闘争に取り組む日退教闘争カンパ」
　にご協力いただければ幸いです　
　�　日退教本部からの依頼です。少しでも支えていただければあ
りがたいです。（目安５００円以上、1／31〆切）
　　＜振込先＞  ＊郵便局の払込取扱票で（料金本人負担）
　　 金融機関　　　　　ゆうちょ銀行  
　　 口座名称（漢字）　新潟県退職教職員連絡協議会
　　 口座名称（カナ）　ﾆｲｶﾞﾀｹﾝﾀｲｼｮｸｷｮｳｼｮｸｲﾝﾚﾝﾗｸｷｮｳｷﾞｶイ
　　 口座番号　　　　 ００５５０-８-５３６７７
　　  (注)　「ご依頼人」は「氏名（○○支部）」と支部名も明記

◆埼玉公立小教員の残業代請求訴訟
　�　１０／１、さいたま地裁は請求を棄却しましたが、裁判長は「給
特法はもはや教育現場の実情に適合していない」と付言し、画
期的な内容を含んでいます。棄却されたので、原告は控訴。今
後を注視するとともに応援しましょう。
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自
分
の
ス
ケ
ー
ル 

②

�
山
上
オ
ク
ラ　

　

あ
る
講
演
会
講
師
が
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
。

「
３
つ
ま
で
な
ら
何
で
も
願
い
が
叶
う
打
ち
出
の
小

槌
が
あ
っ
た
ら
貴
方
は
何
を
お
願
い
し
ま
す
か
？
」

　

…
…
そ
の
願
い
に
３
つ
の
「
も
の
さ
し
」
を
当
て

て
み
ま
し
ょ
う
。（
…
…
考
え
ま
し
た
か
？
）

❶
金
で
解
決
で
き
る
程
度
か
（
経
済
的
尺
度
）

❷
死
で
意
味
が
な
く
な
る
程
度
か
（
時
間
的
尺
度
）

❸
家
族
や
親
戚
の
範
囲
程
度
か
（
空
間
的
尺
度
）

　

こ
れ
ら
の
❶
～
❸
の
「
も
の
さ
し
」
を
当
て
ら
れ

て
も
、
全
て
Ｎ
Ｏ
な
ら
貴
方
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

人
で
す
。

　
　
　
車
中
泊
の
山
旅 

①

�

山
じ
い
（
篠
沢
講
）　

　

山
登
り
の
楽
し
み
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。

　

若
い
頃
は
、
岩
登
り
や
沢
登
り
に
夢
中
だ
っ
た
が
、

今
は
、
車
中
泊
仕
様
車
で
山
登
り
旅
を
し
て
い
る
。

照
明
や
冷
蔵
庫
が
使
え
る
サ
ブ
バ
ッ
テ
リ
ー
を
備
え
、

泊
り
は
登
山
口
や
道
の
駅
を
利
用
す
る
。

み
ん
な
の
広
場

　

登
山
す
る
山
は
、
各
県

の
登
山
案
内
書
や
『
日
本

の
山
１
０
０
０
０
』
か
ら

未
踏
の
山
を
幾
つ
か
選
ぶ
。

県
内
・
近
県
の
山
を
ほ
ぼ

登
り
終
え
た
今
、
遠
く
は

北
海
道
、
九
州
、
離
島
の

山
々
に
も
出
か
け
て
い
る
。

ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
し
、

地
域
に
も
愛
さ
れ
た
鄙
び

た
温
泉
に
入
る
の
も
旅
の

楽
し
み
で
あ
る
。

　

今
年
１
年
の
山
旅
で
60
山
ほ
ど
登
っ
た
。

〔
ミ
ニ
情
報
〕

◇�

会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば
き
」

(
☎0256-77-2013 

、土
日
月)

12
／
４
～
20
め
で
た
の
ね
ん
ど

－

ね
ん
ど
母
さ
ん
縁

起
人
形
展

－

、
１
／
８
～
24
塩
谷
志
保
子
・
水
戸
部

敬
子 
ぬ
く
も
り
の
手
作
り
作
品
展

－

母
と
娘
の
糸

紡
ぎ
・
機
織
り
・
手
作
り
洋
服

－

、
２
／
５
～
21
尾

身
伝
吉
木
版
画
展

－

雪
国
の
四
季 

故
郷
の
風
景
展

－

、
３
／
５
～
28
竹
井
友
輝
・
菜
美
子
夫
婦
展
（
漆

マ
ン
ガ
・
漆
器
・
切
貼
絵
な
ど
） 

☆
展
示
希
望
受
付
中

◇�

新
教
組
が
か
か
わ
る
「
県
小
中
・
障
害
児
学
校
就

学
援
助
協
会
」
は
、
労
金
か
ら
の
寄
付
金
を
基
に

「
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
係
る
就
学
支
援
」

事
業
を
実
施
。
❶
募
集
２
４
０
人
程
度　

❷
給
付

額
６
万
円　

❸
支
給
予
定
３
月　

❹
申
込
書
は
新

教
組
各
支
部
書
記
局
へ
、
12
／
14
必
着
。

◇�

新
潟
県
の
戦
後
女
性
史
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
た

め
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
一
か
ら
と
も

に
新
潟
女
性
史
を
学
ぶ
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
☎025-284-0596　

髙
橋
忠
好

◇��

新
潟
県
の
エ
ン
タ
メ
を
ベ
ー
ス
に
、
文
化
人
・
経

済
人
・
行
政
人
が
一
堂
に
集
い
、
様
々
な
社
会
課

題
を
考
え
る
祭
典
「
エ
ン
タ
メ
ミ
ッ
ク
ス
新
潟
」

が
、
12
／
12
（
日
）10:00

～17:00

朱
鷺
メ
ッ
セ

で
開
か
れ
る
。
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
イ
ド
ル
・

お
笑
い
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
９
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
一

つ
500
円
で
い
く
つ
で
も
。
問
合
せ
は
ナ
マ
ラ
エ
ン

タ
―
テ
イ
メ
ン
ト 

☎025-290-7385

。

◇�

外
国
人
労
働
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
を
支
援
し

よ
う
と
、
連
合
新
潟
は
11
月
に
「
フ
ェ
ア
ワ
ー
ク

推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
た
。
相
談
窓
口
☎

0120-154052

。
多
言
語
に
対
応
し
た
「
に
こ
ボ
」

は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

□��

サ
イ
ボ
ウ
ズ
社
長
・
青
野
慶
久
さ
ん
は
、
選
択
的

夫
婦
別
姓
や
同
性
婚
な
ど
の
多
様
性
を
進
め
よ
う

と
し
な
い
政
治
家
た
ち
を
「
ヤ
シ
の
実
を
落
と
す

よ
う
に
落
選
さ
せ
た
い
」
と
、
落
選
運
動
「
ヤ
シ

ノ
ミ
作
戦
」
を
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　<

あ
と
が
き>

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
富
裕
層
の
み
潤
っ
た
９
年
？　

例
え
ば
、
純
金
融
資
産
１
億
円
以
上
の
富
裕
層
は
、

11
年
の
８
１
万
世
帯
か
ら
19
年
に
は
１
３
２
万
世
帯

に
増
え
た
が
、
一
方
、
実
質
賃
金
は
15
年
を
１
０
０

と
し
た
場
合
、
20
年
は
９
８
・
６
に
低
下
…
。
諸
々

の
格
差
是
正
は
岸
田
政
権
の
課
題
だ
。（
山
岸
）

　
　

教
職
員
共
済 

［
医
療
共
済
改
定
］

❶
こ
れ
ま
で
の「
１
泊
２
日
以
上
の
入
院
」か
ら「
日

帰
り
入
院
」
で
支
払
わ
れ
る
。
❷
「
退
院
特
約
」

（
20
日
以
上
の
継
続
入
院
後
退
院
し
た
時
）
を
「
退

院
後
療
養
特
約
」
に
変
更
し
、
10
日
以
上
の
継
続
入

院
後
退
院
で
支
払
わ
れ
る
。（2021.8.1

～
）

林道終点の登山口にて


